
n
豪
で
を
精
艦
に
記
入
ぜ
る
事
、
重
要
な
ろ
人
物
の
物
故
に
際
し
、
共
年
齢

を
託
煙
ろ
事
、
大
正
七
年
よ
サ
逆
算
し
れ
ろ
年
数
の
一
欄
を
設
け
詣
る
事
、

閨
一
日
μ
表
を
添
へ
六
ろ
塀
等
著
者
の
m
用
意
の
櫨
兄
ろ
べ
｝
・
も
の
あ
り
、
糞
ド
往
々
。

．
繍
宇
の
誤
謬
、
界
線
の
脱
落
あ
る
に
。
惜
む
べ
し
。
（
言
詮
堂
螢
行
、
儂
七

五
）
〔
申
村
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
む
　
　
ぷ
　
わ
　
　
ゆ
　
お
　
ゆ
　
タ
　
の
　
　
り
　
　
り

　
　
　
陰
虚
眼
に
映
ず
る
概
界
大
、
載
　
丈
學
博
士
　
箕
作
元
八
著

　
本
窯
は
読
者
が
今
次
大
戦
の
勃
搬
以
來
、
離
演
や
騰
誌
に
酸
時
獲
表
し
れ

る
難
局
に
關
係
深
、
℃
吏
二
十
二
編
を
忌
め
て
一
重
子
ミ
な
ぜ
う
も
の
な
り
。

載
す
る
所
「
税
臨
世
界
大
戦
胤
の
磁
相
及
由
來
，
」
「
近
東
に
於
け
る
獅
佛
外
交

の
今
昔
比
較
論
」
「
大
陸
葦
葺
の
今
昔
論
」
「
械
畏
地
整
理
に
圏
す
ろ
大
戦
前

の
英
猫
協
商
」
「
民
族
生
義
に
閣
で
る
猫
逸
悪
想
の
撚
調
」
「
ド
イ
ソ
の
被

征
服
者
に
製
す
る
熊
野
F
就
て
」
「
露
濁
乱
是
の
羅
臼
的
櫓
突
」
　
「
最
近
露

國
革
命
の
由
來
」
　
「
佛
露
革
命
比
較
論
」
「
ド
イ
ン
の
世
界
政
策
ご
我
口
本
」

　
「
災
眼
に
映
で
る
旧
卒
洋
ご
其
膀
來
」
の
諸
論
丈
よ
り
成
る
、
由
來
邦
人
の

現
世
界
の
形
一
勢
を
論
ず
る
者
多
く
提
橡
深
き
・
目
的
知
識
の
素
養
を
刷
け
る
を

以
て
、
献
五
言
訊
動
や
も
す
れ
ば
粗
放
を
免
れ
す
○
現
下
の
趨
勢
に
謝
し
竪
實

な
る
鯛
断
を
下
し
導
管
を
豫
二
五
ん
ミ
す
る
に
に
、
須
く
世
界
史
に
醐
で
る

知
識
を
培
養
㌦
現
在
の
曝
っ
て
語
る
所
を
明
か
に
し
，
且
吏
上
の
先
例
に

泣
意
す
る
を
要
す
。
本
書
各
篇
の
如
き
、
敦
れ
も
著
者
が
史
的
見
解
よ
り
し

て
蒔
局
を
戴
察
し
、
而
も
屡
盲
者
に
嚇
し
既
独
に
照
し
て
擁
立
す
る
所
あ
り

　
　
　
　
第
三
懸
　
　
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

型
置
じ
我
國
の
位
註
を
説
き
邦
人
を
纂
録
ぜ
る
鈷
多
急
を
以
て
、
一
般
人
士

の
締
讃
し
て
科
漏
す
る
所
甚
大
電
ろ
や
必
ぜ
り
。
薄
交
館
骸
行
，
慣
、
一
、
四

〇
）
〔
植
村
〕

　
　
　
働
恥
撫
糎
御
　
　
　
　

濱
田
麿
実
事

　
本
書
は
著
者
が
先
に
滋
外
留
學
中
、
東
京
文
科
大
回
の
市
河
三
喜
氏
ぐ
、
共

に
希
厭
内
地
を
族
行
ぜ
る
豫
書
紀
宥
な
り
、
筆
を
伊
太
利
轟
蛋
に
超
し
て
誰

典
の
澱
跡
ご
風
光
ご
を
説
け
る
後
、
邦
人
蓬
し
て
は
殆
ん
ぐ
」
最
勧
の
試
み
ぐ
」

も
云
ふ
べ
き
ク
”
－
卜
島
の
族
行
を
叙
℃
し
、
夏
に
㌔
ヘ
ロ
ポ
、
千
ソ
ス
摩
島
内
地

の
探
槍
…
を
載
せ
、
北
翌
翌
へ
の
一
歩
を
記
し
て
巻
を
終
れ
り
〇
四
六
鋼
本
文

三
買
除
頁
編
中
挿
む
薬
指
の
自
寓
逼
る
貴
重
な
る
寓
眞
を
初
め
圓
版
五

十
餓
赦
“
」
巷
ボ
地
三
一
赦
ミ
を
以
て
す
。
流
暢
着
る
本
丈
ず
、
劉
照
し
て
画
讃

希
膿
の
風
光
を
還
・
し
、
餐
馨
古
代
の
丈
些
、
北
あ
美
衛
の
一
般
を
窺

は
し
む
。
（
大
鐙
五
三
版
，
慣
、
二
、
七
〇
）

　
　
　
麟
鞠
響
塵
跡
諦
第
五
、
箋
毎
朝
鮮
総
都
府
巡
行

　
掌
編
総
論
府
刊
行
の
本
書
に
就
い
て
に
げ
去
る
大
正
圏
年
創
刊
の
際
詳
し

く
本
誌
上
に
紹
介
す
る
所
あ
叫
し
が
、
ホ
年
に
入
り
て
近
く
第
五
、
第
六
の

油
皿
朋
を
出
版
で
う
に
’
直
れ
勇
。
耽
ハ
の
髄
裁
に
す
．
へ
て
前
四
巻
に
同
じ
く
、
　
・
入

形
美
塞
に
し
て
、
取
む
ス
灰
弗
五
腓
は
薪
羅
統
一
時
半
の
佛
嫌
類
、
各
種
の

古
筑
．
第
六
班
は
高
麗
時
代
の
遺
跡
、
何
れ
も
籔
百
子
、
誌
代
の
商
物
逡
蹟

第
四
號

一
八
一

（
七
コ
）



第
三
巻
　
　
紹
介

は
殆
ご
細
姻
観
し
塗
さ
る
れ
げ
「
豊
凶
上
の
稗
益
少
か
ら
ざ
る
べ
・
し
。
添
｝
で
、
蹴
閣
押

書
成
る
の
後
は
東
京
巌
松
購
書
雛
よ
無
足
殺
を
以
て
希
望
者
に
謀
れ
る
べ
し

ミ
い
ふ
。

　
　
　
　
わ
　
き
　
お
　
き
　
き
　
ヨ
　
を
　
ゑ
　
ゆ
　
ゆ
　
ぽ
　
ゆ
　
り

　
　
　
爾
朝
鮮
総
磐
府
博
物
館
陳
列
最
強
鱈
第
一
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
総
無
量
画
調

　
本
構
ば
朝
鮮
総
総
府
惨
物
館
に
於
け
る
陳
列
融
の
圖
録
に
し
て
、
毎
輯
竪

一
尺
五
分
、
穫
七
寸
五
分
の
飼
版
十
二
葉
よ
司
成
り
、
瑚
に
和
英
爾
丈
の
訊

明
書
を
添
ふ
。
今
寧
静
貿
の
第
一
輯
敬
む
る
所
に
大
津
江
暫
古
墳
狼
混
の
長

宜
子
孫
鏡
、
壁
、
携
奮
，
帥
條
瑞
獣
鏡
、
三
國
時
代
の
彌
勒
像
、
慶
州
四
天

王
寒
樹
幽
土
の
甕
、
新
羅
場
代
の
…
樂
師
立
像
、
慶
州
憂
事
岡
時
代
の
膏
壷
も

朝
鮮
古
弊
禺
土
の
海
獣
蕊
鞠
鏡
、
京
畿
道
開
城
郡
開
國
寺
赴
七
謄
塔
中
黒
見

の
妙
法
蓮
藁
経
巻
軸
、
智
光
國
師
玄
妙
塔
、
高
麗
仁
宗
譲
珊
の
諸
圓
な
り
。

何
れ
も
印
馴
鮮
明
、
且
つ
其
の
多
く
は
朝
鮮
古
田
遊
動
刊
行
以
後
の
毒
見
に

係
る
も
の
な
れ
げ
一
、
　
磁
門
悉
ぐ
」
併
ぜ
看
て
研
究
・
よ
の
野
掛
器
縁
る
べ
・
し
．
∪

　
　
　
　
　
　
き
　
む
　
ゆ
　
お
　
ゆ
　
め

　
　
　
幽
有
史
以
前
の
8
本
　
　
　
烏
居
瀧
藏
著

　
束
京
理
科
大
學
講
師
島
居
龍
藏
氏
が
護
照
新
聞
雑
誌
等
に
て
西
表
隔
る
、

考
古
學
土
俗
學
、
人
種
誌
讐
に
關
で
る
論
文
、
騒
筆
を
集
め
糞
う
も
の
に
C

て
、
其
の
「
宥
史
以
箭
の
日
本
「
¢
題
ぜ
る
は
氏
が
珪
の
方
面
の
研
究
に
一

晴
期
を
劉
ゼ
リ
ミ
総
す
る
昨
年
八
月
の
濱
寺
講
演
を
記
念
ぜ
ん
爲
な
擁
ε
序

一口

ﾉ
曽
凋
へ
り
。
加
戦
す
ろ
守
こ
、
ろ
石
器
時
代
囎
係
の
駝
事
に
は
「
関
…
脚
Φ
e
れ
索

第
四
號
　
、
一
八
ご
　
（
七
ご
一
）

ろ
大
極
國
」
以
下
の
諸
論
丈
を
始
め
、
　
「
有
吏
以
前
の
武
藏
野
」
等
あ
り
其

の
問
に
著
者
が
人
類
學
巻
ε
亡
て
過
去
二
十
鹸
年
間
B
本
四
周
の
民
族
に
つ

い
て
の
調
査
ぜ
る
古
代
の
日
本
畏
族
、
ア
イ
ヌ
、
西
伯
利
亜
の
人
種
、
オ
ロ

ツ
コ
、
馬
來
種
族
ε
印
度
支
那
梼
族
ξ
の
隈
別
、
苗
ご
狐
凝
、
ネ
グ
リ
ー
ト

等
に
關
ず
ろ
諦
編
あ
り
，
梁
、
考
古
攣
土
浴
墨
上
の
論
丈
ミ
し
て
に
「
銅
鐸

論
」
　
「
八
種
學
上
よ
り
見
れ
る
胃
マ
矢
」
　
「
朝
鮮
の
土
器
作
り
」
　
「
倭
人
の
丈

均
」
等
の
諸
編
を
見
る
。
前
後
通
じ
て
四
百
五
＋
頁
、
所
々
に
圃
存
挿
入
し

て
凱
明
の
足
ら
ざ
る
を
補
へ
り
○
耀
し
て
初
に
本
山
彦
一
疵
⑫
碧
者
を
紹
介

ぜ
る
丈
を
禍
げ
、
別
に
叉
☆
碧
”
者
の
所
懐
を
賜
べ
六
る
序
魯
胃
あ
司
・
。

　
羅
等
の
諸
編
中
「
閑
却
さ
起
淘
る
大
瀦
國
」
以
下
既
の
種
の
四
論
争
は
碧

者
の
最
も
得
意
ご
で
ろ
灰
に
し
て
、
之
を
以
て
學
界
に
於
け
る
此
種
醗
究
の

新
氣
蓮
を
作
れ
る
も
？
葭
ら
聡
砿
ら
る
・
も
、
厳
讐
な
る
意
味
よ
リ
ゼ
ば

必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
が
如
く
、
既
に
早
く
此
の
識
に
当
意
削
る
凶
夢
め
嚇
．
）

さ
れ
ご
氏
の
畿
内
調
査
が
研
究
を
盛
ん
な
ら
し
め
遷
る
に
創
人
も
認
む
ろ
所

に
㌧
し
て
，
内
に
押
傾
異
調
す
べ
斗
・
所
設
多
く
、
豊
冨
な
ろ
目
下
聞
よ
り
、
成
る
他
の
諸

編
亜
ハ
に
一
般
斯
學
に
興
味
を
有
す
る
も
の
に
稗
盒
を
與
ふ
ろ
灰
少
な
か
ら

ざ
ろ
べ
し
。
（
磯
部
甲
陽
堂
出
版
、
預
、
一
、
八
0
）

　
　
　
鯵
し
Q
乞
乱
一
2
剛
ψ
聖
旨
ξ
黛
円
客
鵠
δ
9
σ
q
o
弱
§
ρ

　
　
　
　
（
こ
お
　
○
窪
三
－
ω
三
℃
）

水
書
は
昨
年
「
熊
野
諸
手
船
督
し
奮
導
爆
る
碧
者
の
き
甕
図
。
；
ち



卵

内
巴
、
要
撃
ψ
三
窟
。
二
6
§
の
第
二
冊
建
し
て
、
去
る
七
月
海
事
協
曾
よ
り

公
刊
ぜ
る
も
の
な
り
。
本
交
三
十
八
頁
，
圏
版
五
赦
、
緒
言
外
済
世
よ
り
成

り
、
策
一
章
瓢
の
土
俗
學
的
言
語
野
的
研
究
に
次
ぎ
」
第
二
，
第
三
の
雨
章

に
て
目
本
書
紀
灰
載
の
茨
田
堤
築
成
の
記
事
、
三
國
史
記
等
に
見
ゆ
る
朴
赫

居
帯
一
、
出
居
紛
…
解
、
｛
果
圏
画
革
阻
り
青
縞
公
等
日
鱈
…
爾
滞
り
古
傳
一
説
に
珊
門
れ
れ
る
鞄

舟
關
係
の
傳
諭
を
考
察
し
て
卜
者
の
類
似
を
慕
げ
、
第
四
章
・
ほ
藩
の
弼
島
に
於

け
る
漁
畏
の
風
習
を
調
査
・
し
て
一
義
の
浮
具
ぐ
￥
し
て
瓢
を
使
用
煙
る
を
指
摘

モ
む
、
土
俗
前
上
よ
り
上
記
傳
親
に
勤
比
す
る
駈
あ
嚇
。
簗
五
章
結
論
ミ
し
て

所
謂
施
舟
零
稽
す
る
は
特
嫌
の
鄭
重
を
延
す
る
船
に
罪
す
Q
浮
具
寸
㌦
む
て
鞄

を
附
砿
る
筏
芳
し
く
ば
船
に
過
ぎ
す
、
而
一
て
此
の
式
は
奉
邦
船
舶
沿
革
史

よ
著
く
北
方
型
に
嫁
す
ろ
も
の
に
し
て
、
原
始
的
な
り
ゅ
之
が
使
用
の
畏
族

は
古
史
の
倭
人
に
蘇
る
べ
く
、
雌
の
種
の
研
究
に
目
鮮
古
代
典
、
土
俗
學
．

人
類
學
上
に
一
道
の
光
明
を
興
ふ
る
も
の
な
り
ε
ぜ
り
。
是
等
の
結
論
ほ
學

む
着
に
依
り
て
日
繭
つ
灰
見
を
異
r
二
9
る
も
あ
》
る
べ
く
、
猫
考
究
の
臨
地
の
由
仔
ず
’

る
も
の
あ
る
が
如
き
も
、
亦
學
界
を
稗
降
す
る
こ
ε
少
な
か
ら
ざ
ら
む
。
（
造

船
協
曾
出
版
、
債
一
、
五
〇
）

　
　
　
　
む
　
タ
　
ら
　
　
む
　
こ
　
　
　
む
　
ゆ
　
　

　
　
　
翻
宮
崎
縣
史
蹟
調
査
報
告
　
　
第
三
珊

　
從
來
「
宮
瀬
瀬
西
都
原
語
壌
調
査
報
皆
」
寧
し
て
出
版
ぜ
う
も
の
・
第
三

・
紐
な
る
も
，
今
回
の
報
皆
は
其
二
心
同
地
以
外
じ
亘
れ
る
を
以
て
、
特
に
表

題
を
吹
め
認
る
な
り
ミ
籔
ふ
。
膿
焦
す
べ
て
前
珊
に
同
じ
く
口
給
八
葉
、
本

第
三
懸
　
瓢
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

文
七
十
二
頁
よ
の
成
り
，
牧
む
る
所
の
報
皆
、
大
正
二
年
五
月
鳥
居
龍
藏
璃

の
提
愚
ぜ
る
「
口
向
古
墳
調
査
報
告
」
大
正
三
年
八
，
月
の
小
川
琢
治
貨
の
、

「
諸
藩
漂
史
蹟
研
究
所
幽
張
概
報
」
原
田
淑
人
、
柴
田
常
群
雨
氏
の
筆
に
嫁

る
「
西
都
原
発
縦
調
査
聾
告
」
（
大
正
四
年
八
月
）
内
藤
虎
次
鄭
、
今
西
龍
爾

氏
の
同
じ
く
「
西
都
原
論
墳
調
査
報
告
「
（
大
正
五
年
一
月
）
の
四
編
な
り
。

中
に
就
い
て
烏
居
氏
の
丈
最
も
長
編
に
し
て
本
選
り
摯
以
上
を
占
め
、
石
器

晴
代
よ
り
始
あ
て
古
墳
、
チ
ヤ
シ
等
を
圏
向
全
國
に
亘
り
て
概
論
こ
れ
る
も

の
に
し
て
、
寝
巻
り
一
般
考
古
腰
上
の
意
見
を
述
べ
ぬ
ε
所
多
し
．
本
書
中

報
告
¢
・
し
て
書
意
す
べ
き
は
柴
田
常
盤
氏
の
西
都
石
玉
二
十
・
號
塚
の
調
杳
…
錐

ミ
、
内
藤
、
今
西
爾
熾
の
同
第
二
號
塚
に
閥
す
る
二
篇
曇
り
。
、
、
の
中
第
二

號
壕
は
從
來
二
瀬
¢
る
西
都
原
古
墳
申
貴
重
な
る
細
物
を
出
ぜ
ろ
具
な
る
が

上
に
、
構
遺
反
れ
特
嫌
の
形
式
に
属
し
て
研
究
上
興
味
を
廉
く
も
の
、
該
報

出
口
㎞
μ
多
く
の
｝
止
確
「
看
る
實
測
…
圃
を
添
へ
て
、
詳
細
r
ド
即
醐
述
・
し
六
れ
げ
一
柴
田
氏
の
・

文
制
縛
に
後
の
研
究
に
資
す
る
多
か
ら
む
、
療
．
圖
箇
中
鴇
巌
の
印
刷
の
不

鮮
明
な
る
博
μ
惜
む
べ
こ
。
へ
宮
崎
縣
内
務
部
印
行
、
非
資
品
）

　
　
　
　
お
　
き
　
　
　
お
　
ハ
リ
　
ウ
　
お
　
　
ヤ
　
リ
　
　
も
　
り

　
　
　
爵
大
阪
府
更
蹟
調
査
委
員
會
報
　
　
第
五
號

　
口
倫
…
二
葉
、
本
交
五
十
山
ハ
頁
よ
樋
り
成
ろ
0
雌
謝
す
る
ミ
こ
ろ
丈
伽
攣
冊
即
士
喜
田
一

良
吉
氏
の
「
地
名
の
器
し
「
難
波
京
」
丈
學
藩
士
黒
板
勝
奨
氏
の
「
大
阪
の

史
的
観
察
」
市
費
長
南
倉
テ
助
璃
の
「
含
羅
堂
」
圃
三
江
元
勝
璃
の
「
鐵
眼

灘
師
の
書
簡
」
r
の
五
篇
な
り
。
初
の
三
編
偵
同
會
闊
催
の
講
演
會
に
於
け
る

f　
　
　
　
　
　
　
　
第
酋
號
　
一
入
三
　
（
七
ご
二
）



第
三
巻
藁
報
京
三
崩
大
卒
渠
罫
書
授
興
式
古
澤
無
期
露
都
位
授
擁
護
典
曾

講
演
筆
記
に
C
て
「
大
腰
の
更
削
魏
察
」
に
は
我
固
の
古
く
よ
り
農
業
本
位

の
閾
家
な
り
し
に
蜀
し
雌
波
の
地
が
商
業
申
心
寧
し
て
趨
り
こ
所
以
を
丈
植

皮
的
に
考
察
ぜ
る
鮎
に
於
て
興
瞭
深
く
、
「
地
名
の
話
」
「
難
波
京
」
の
こ
編
は

何
燕
も
著
者
が
久
し
き
以
前
よ
り
提
唱
し
來
り
し
研
究
嬉
し
て
蒙
れ
を
亭
易

に
叙
べ
れ
む
は
｝
一
般
皮
的
趣
味
前
日
及
一
に
盆
で
る
も
の
な
d
り
、
　
一
長
南
氏
の
文
芯

奉
野
郷
に
あ
る
含
翠
堂
の
籍
歴
を
尉
官
る
も
の
に
し
て
、
嘗
て
難
誌
「
歴
吏

濁
理
」
に
載
灘
酒
る
留
女
に
似
六
り
。
（
大
阪
麿
印
行
、
非
萱
品
）
〔
以
上
梅
原
〕

彙

報

　
　
　
　
魚
層
都
田
國
大
學
卒
業
曝
書
授
書
式

京
都
帝
國
，
大
証
に
於
て
は
去
七
月
＋
三
日
挙
業
読
書
授
輿
武
を
農
賦
し
稗

名
代
ミ
し
て
梨
本
密
》
三
王
殿
㍗
台
臨
あ
ら
ぜ
ら
れ
、
左
の
陳
列
品
に
つ
き

　
て
櫓
任
敷
写
以
下
の
観
明
を
聞
召
さ
れ
れ
り
。
．

　
　
　
も
　
あ
　
ヤ
　
も
　
も
　
も

　
　
一
豊
臣
秀
魯
書
状
　
　
丈
科
大
門
歌
授
丈
學
薄
弱

　
　
　
セ
　
　
へ
　
る
　
も
　
セ
　
セ
　
も
　
　
あ
　
へ
　
　
わ
　
　
や
　
　
ち

　
　
一
河
内
國
約
登
掘
石
器
時
代
人
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
科
大
智
敏
授

　
　
　
ヘ
　
へ
　
や
　
も
へ
り
へ
　
も
　
も
も
　
へ
　
ぬ
　
ヤ
も
　
も
　
も
　
も

　
　
目
皿
藩
臨
拙
臨
制
規
聯
及
広
・
磁
↓
ハ
月
九
R
回
議
λ
具
の
鍛
脚
敵
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
科
大
學
談
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
科
大
學
助
手

し

二、
浦、

周s
翁、

明

も
　
へ
　
　
　
も
　
へ

浅
国
劇
作
　
観
明

」：tS山b

ee．7il　）

藩　
　
設
明

野

策
辺
土

一
八
陽
　
　
（
七
一
四
）

　
滞
日
の
卒
業
生
四
百
四
十
八
名
、
共
中
畑
科
大
七
巡
重
科
に
属
す
る
も
の

左
の
如
し
。

　
　
古
田
頁
一
、
牧
健
ご
、
辰
馬
挽
藏
、
窟
森
大
梁
、
下
川
潮
（
以
上
國
臭

　
　
專
攻
）

　
　
菅
原
憲
（
西
洋
良
轟
以
）
小
早
川
彦
一
（
澗
撰
智
）

　
　
工
藤
皆
一
鄭
、
勝
田
圭
三
（
以
上
地
理
學
轟
攻
）

右
の
串
古
調
頁
一
疏
に
成
績
優
等
至
る
を
以
イ
、
恩
鍋
品
授
煎
ハ
の
光
榮
を
荷
へ

り
。　

　
　
　
罎
吉
澤
義
則
氏
の
學
位
授
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
へ
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
京
都
女
騨
大
墨
助
旧
訓
丈
旧
訓
吉
澤
義
則
氏
は
同
大
學
に
論
交
を
握
幽
し

て
學
位
を
詰
脅
し
象
る
に
謝
し
同
大
學
敏
授
會
F
於
て
審
査
の
儲
果
周
氏
に

去
る
入
月
二
十
山
ハ
R
一
を
以
て
文
墨
・
楓
阿
士
の
三
位
を
二
二
ハ
ゼ
ら
れ
れ
り
。
且
ハ
提
．

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
め
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
リ
　
へ
　
も
ぬ
　
へ
　
も
　
も
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

出
自
文
は
「
乎
古
止
鮎
の
研
究
〕
ミ
題
ε
、
乎
古
止
慰
の
研
究
緒
言
、
乎
古

せ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
り
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
う
も
　
　
　
ヘ
　
へ

止
鮎
の
研
究
、
博
士
家
錨
の
研
究
の
三
篇
よ
り
成
り
、
外
に
逸
三
江
、
加
鮎

ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヵ
　
へ

書
編
…
年
廿
日
錐
り
二
榊
扁
を
添
へ
集
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
麟
讃
　
　
更
．
會

　
虚
器
　
五
薄
二
十
七
日
午
後
七
臨
よ
り
學
生
集
曾
霧
に
於
て
閥
曾
、
田
席

老
三
浦
教
授
、
西
田
講
師
、
中
村
攣
士
、
牧
、
辰
馬
、
語
録
、
下
川
、
鈴
木

桑
原
、
橋
川
の
＋
名
寛
樽
。
今
回
ほ
毎
無
の
例
に
擦
り
特
に
詫
學
生
の
爲
め

第
三
囮
生
は
各
其
卒
業
論
丈
の
梗
旛
…
甑
に
製
作
上
の
経
瞼
等
を
蓮
ぷ
ろ
こ
ミ
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